
 3210μ xxxxx   zyxctx   xctx 

 3210 xxxxx 

 3210 xxxxx   zyxctx   x ctx

 



 ctx

 



 ctx


























1000

0100

00

00










21

1







c

  dtd 21  

Lorentz boost along x-axis



 xx ' 


 xx '

























1000

0100

0010

0001

g  1111  diaggg 


対角行列


 aga  

 aga 

ローレンツ不変量

内積の定義 → ４元ベクトルaとbの内積を次のように定義する。
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★４元ベクトルaとbのローレンツ変換後の内積をとると
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∴ ローレンツ変換について内積は不変量になる。
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